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第2回 産業データ連携SWG
産業データ動向

2024年7月30日

RRI（ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会）
WG1 インダストリアルIoT推進統括 中島 一雄
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ピース2：欧州の危機感と選択

3

膨張する米国・中国
に欧州は、日本はど
う向き合うのか。

出典：Prof. H. Kegermann – RRI 国際シンポジウム 2018
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参考：データの集まるところ（米オークリッジナショナルラボラトリーの例）
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Additive Manufacturingに関する情報が集積する場を形成し、イノベーションや市場形成を後押し。

⚫ 世界中のAdditive Manufacturingの最新設備（時にはプロトも）が稼働。
⚫ 米国企業（スタートアップや中小企業も）が申請して使用。
⚫ 利用企業がどんな目的で、どんな素材をどのような条件で加工するかの情報が蓄積され、見学者（年間

1,000グループ、6,200人）からもどのような背景で見学に来たのか、どの分野でどんなことをしたいのか情報を
蓄積。⇒ イノベーションの元

⚫ 「我々の仕事はAdditive Manufacturingの技術そのものではなく、如何に利用申請を素早く承認するプロセ
スを作るかだ」

※ 2020年2月Oak Ridge National Laboratory (ORNL) のManufacturing Demonstration 
Facility (MDF)視察より https://www.jmfrri.gr.jp/document/library/1437.html

MDF※は政府の国立研究所と産業界の共同研究の枠組み
CRADAを簡略化した「簡易」CRADAを実現。通常6〜12ヶ月を必
要とする承認プロセスを30日以内で完了する。
これにより、驚異的なスピードでのデータ蓄積を可能としている。




